
ふくせい

1 鉄道公安職日の制服 肩>it . t壊ï;i:の黒線を 2. (2) 特 ~IJ急行列車業務女子職員の制服地色は事務職員は

紫色， 技術職員は金

色で，この襟章は左

右同僚に各 1 個付す

が， 現場従事員は右

襟にこの襟主主を，左

襟に文字を用いて相

当職名を表示する機

織を付けることにな

っていた。

また同年 2 月鉄道

院属品i制 JJfl.規程が制

定されたが， だし、た

い判任官と同様で，

袖1;1が月給25円以下

3 分熱線 1 条. 50 円

未満岡 2 条間隔 2 分，

50円以上問 3 条と定

められ剣比肩撃の規

定はなく ， また鉄道

院守衛長及び守衛服

装も問年同月定めら

れ，原良の制限に袖

表片面に怖 3 分金線

1 条， 金色星章を守

衛長は 3 但，j，高 IJ長は

2 側，守衛は 1 個付

け， 中~I誌は金属打出

しの鉄道織|鎚lIi働輪

とな っている。

大正 3 ・ 4 に鉄道院

側I人 JJfl. j倒が定められ

た。列車給仕 ・ 船舶

給仕 ・ ホテノレ給仕は 2. ( 1 ) 特別急行列車乗務女子署員只の制!日l
濃か っ 色の玉縁づき

金モーノレにし，帽の

あごひもを丸打金線

鎖状ひも. lÌÍJひさし

に菊1躍を述繍(れん

し ゅう)し， 長剣lを

つける JJf1.制が追加さ

れた。したがっ て鉄

道談員も大礼装， 通

常礼装， 通常JJf1.. lIiJ¥ 

JJfl.の 4 極類の j服装を

もつようになった。

大正 8 ・ 8 に大改正

があって， 高等官，

判任官の 2 様になり，

肩章 ・ 侃貴11 (はいけ

ん)のことがなくな

り業務JJfl.に立帰った。

製式は長ジャケッ ト

が立襟背広形に変え

られ， 袖章が高等'自

は幅 5 分泉線 3 条，

判任官同 2 条となり，

判任官の樹君は高等

官 と 同一になった。

復 また，駅長助役の特

筒 殊な服装も ， 1 ~宇駅 ・

冬 (後)冬 ( jj<j)
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2 !l1';駅の区別がなく

なり ， 駅長は 4 分 し 夏、合 ( jj，j)

ま織金線 1 条の上に

2 分しま織金総 1 条

を羅紗鉢巻に巻く 制

中目，助役は 4 分し ま

織金線 l 条を同様に

巻いた制中日になっ て

き見今の姿になった。

この改正につづい

て大正 9 年鉄道部内

船舶従事只の JJfl. j倒が定められ， ついで大正 11 年に雇員傭人(よ

うにん)の JJ員制がどいたい高等官，判任官なみの製式に改正さ

れ，袖章は肩が 1 条， 襟章 と帽の)l!il î主はな く，徽章の地質が打

出金属等で官吏と区別するようになった。また職名傑識がlt;iを

消し，苦手手は中目の下端に脈 2 分の赤線を 1 条まとい，似f人はポ

タ γが銀鍍金(きrんめっき).帽章は替手 ・ 貨物駅夫等を除いて

雇主問機のデザインで金属打出し銀鍍金のものに改められた。

大正 15 年にヘノレメット帽と変わら または碕(い) 製帽が)Jfl.制jに

取入れられ， また鉄道直営のホテノレ従事員の版制が昭和 3 ・ 1 0 制

定をみている。

昭和 9 ・ 10 に勲章倣用，儀式参列等の必要から， ふたたび制限

の礼JJfl.化の改正が行われ， 金モ ー ノレ製の甲極襟章が定められ，

この襟章を付した場合はネL装とすることとなり。従来の襟主主を

乙極とし平常作業時に付けることにした。

鉄道職員の JJ即日jは官吏同待過は車}j令で， その他は雇員・傭人 ・

紛面白従事員 ・ ホテノレ従事員等の JJ匝 jbî]および仕業帽， 上司臣， 雨衣，

仕業JJfl. . 腕章害事の製式とそれぞれ別達で定められていたが， 昭

和 9 ・ 10 にill/J令が改正 されると同時にこれらの達を統合してL鉄
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が始めて定められた。

大正 3 ・ 6 に鉄道館

職員 JJfl.制が改正され，

有h誌 とともに帽章が

鉄道総関車働輪を桐

~棉花でいだ くもの

に改められ現在にお

よんでいる。ついで

大正 4 ・ 11 に全間的

改正があって， 大礼

装に相当する布Jl章，

冬〈向。 冬 〈櫨〉




